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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､関節リウマチ (RA)患者において関節液と滑膜組織におけるへム
オキシゲナーゼ-1(HO･1)の発現とリウマチ滑膜線維芽細胞 (RASFs)にお
ける様々な刺激による HO･1産生について検討したものであるが､関節液中の
HO･1は変形性関節症に比LRAで有意に高値であり､RAでは血清中のCRPに
比例して上昇し､関節液中のMMP13と弱い関連を示していた｡また､滑膜組織
の免疫組織化学検査ではパンヌス中の浸潤滑膜細胞に HO･1の発現が認められ
た｡従って関節液中のHO･1濃度はRA患者の関節炎のマーカーとして有用であ
ると考えられ､重要な知見を得たものとして価値ある業績であると認める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
